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　梅雨に入り蒸し暑い日が続く時期になると、きのこの季節になります。きのこといえば、秋の風物詩で
すが、梅雨の時期にもたくさん生え、谷戸山公園では秋にもまさるほど多くのきのこを見ることができます。
きのこにはおいしく食べたり薬になるものから、毒のあるものまである不思議な生き物です。今回はそん
な谷戸山公園にはえるきのこを紹介したいと思います。

谷戸山は

暮らしやすいんだ～

きのこの種類はどのくらい？

　日本には4,000種類以上のきのこがあるといわれています。

しかし、名前のあるものはその中の約1,500種類で、名前

が無いものや、未発見のものがまだまだ多いのです。谷戸

山公園でも取材した1日だけで、園路沿いに約23種類のき

のこを確認しました。

谷戸山公園はなぜきのこが多いの？

　きのこの呼び名は「木の子」から来ています。木が多い

谷戸山だからきのこが多いのでしょうか？それだけではあ

りません。谷戸山は谷奥からの湧き水と雨が谷の地形やた

くさんの樹木によって保水され、年間を通じて湿度が高い

状態になっています。また、園内の豊富な有機物（腐葉土、

落ち葉や枯れ木、動物のフンや死骸等）がきのこの繁殖に

最適と考えられます。園内を歩くと土の表面が白くなった

ところがあることに気がつくはずです。それはきのこのも

ととなる「菌糸」がたくさん集まり白くなったものです。

きのこは森の分解者

　きのこはその種類により３つの生活パターンに分れます。

生き物に寄生する「寄生タイプ」、生き物の遺骸を利用し

た「腐生タイプ」、生き物と共生した「共生タイプ」があ

り、いずれも有機物を栄養とし無機物に分解しています。

きのこは森の環境にはなくてはならない分解者なのです。

「オサムシタケ」谷戸山唯一の？冬虫夏草

　以前にもご紹介した、寄生した虫を殺してきのこを出す

「冬虫夏草」であるオサムシタケは、毎年この時期（梅雨）

に多く見られます。今回もオサムシの成虫や地中の幼虫の

口や肛門、体接部からきのこが出ていました。オサムシの

身体から伸びた黒い柄に小さな白いきのこがたくさんでて

いるのがわかります。なんとも興味深い光景ですが、自然

の不思議さには驚くばかりです。

形が変わる「変形菌」って？

　身体をアメーバ状の変形体にすることで移動するきのこ

の仲間が変形菌です。谷戸山にも数多くの変形菌が生息し

ており、地面を良く見ると、枯れ枝や落ち葉などに小さな

きのこ（子実体）がたくさんはえていたり、網目状の変形

体が広がっていることで変形菌の存在がわかります。

　　　　今回は名前が同定できないきの

こも多く、判断に迷いました。きのこの

なかには食用きのこに似た毒きのこもあ

り、間違う危険も高いので、採取するこ

となく観察のみに留めて下さい。

　　　　園路沿いを歩いていると、きの

こが踏み潰されているのを稀に見かけま

す。毒きのこではないかときのこを踏み

潰す人もいるようですが、きのこも自然

観察の対象です。また、森の分解者とし

ても重要です。壊すことなくそっとして

おいて下さい。

皆さんも

きのこハンター（見るだけ）

にチャレンジしてみては？

必ず守って！

食べな
いで！

壊さな
いで！

◎参考文献：山渓カラー名鑑「日本のきのこ」、山渓フィールドブックス「きのこ」

一日で見つけた

きのこたち

ベニタケ科の仲間 イッポンシメジ科の仲間

オオホウライタケ オサムシタケ

クラガタノボリリュウタケ シバフタケ

ダイダイガサ ノボリリュウタケ

このほかにサルノコシカケやキクラゲの仲間も

多く見られました。

子実体

変形菌

どこかいいところは

ないかな。
落ち着いたよ！
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●座間市役所

東入口

　パークセンター
（公園管理事務所）

南入口

西入口

北入口

●立野台
　小学校

至綾瀬

小田急「座間駅」または、「相武台

前駅」からそれぞれ徒歩約15分

◎無断転載、コピー大歓迎です。

　どんどんお使いください。

◎みなさんが座間谷戸山公園でとった観察メモやイラ

　スト、小さな発見や気づいたこと、なんでもOK。管

　理事務所へ持ってきてください。

ウェブサイト
●http://www.zamayatoyama.kanagawa-park.or.jp/　
メールアドレス
●yatoyama@kanagawa-park.or.jp

●市民参加ボランティア「里山保全隊」
・日　　時：7月16日（土）10：00～15：00　※雨天中止

・集　　合：県立座間谷戸山公園　里山体験館前

・申し込み：必要ありません。当日集合場所にお集まりください。

・内　　容：「昆虫の森」雑木林の下草刈り

・募集対象：里山保全活動に参加したい方ならどなたでも。

・持 ち 物：作業の出来る服装、タオル、昼食、飲み物、軍手

�　　　　　　必要な道具はお貸しします。

・問い合わせ：谷戸山公園パークセンター　TEL.046-257-8388

●「グリーンタフ」定例自然観察会
・日　　時：7月17日（日）13：00～15：00　

　　　　　　※小雨決行、荒天中止

・集　　合：県立座間谷戸山公園　里山体験館前

・申し込み：必要ありません。当日集合場所にお集まりください。

・内　　容：谷戸山公園の四季折々の自然を観察

・問い合わせ：「グリーンタフ」（神奈川県自然観察指導員連絡会）

　　　　　　　  代　表　一杉敏登　TEL.046-238-4355�

●「夏の夜のネイチャーゲーム」
・日　　時：7月30日（土）17：00～19：00　※雨天中止

・集　　合：県立座間谷戸山公園　里山体験館前

・申し込み：必要ありません。当日集合場所にお集まりください。

・指導・共催：「さがみネイチャーゲームの会」

・問い合わせ：谷戸山公園パークセンター　TEL.046-257-8388

●こんな鳥が見られます
・メジロ・ウグイス・ホオジロ・ヒヨドリ・ハクセキレイ

・ムクドリ・シジュウカラ・カワラヒワ・コゲラ・アオゲラ

・スズメ・キジバト・ハシブトガラス・ゴイサギ・コサギ

・カワセミ

7月の掲示板

皆さんに親しまれてきました「谷戸山里山四季だ

より」の発行は今号をもちまして休刊とさせて頂

きます。しばらく時間を頂いた後、新たな形態で

再スタートしたいと思いますので、よろしくお願

い致します。10年間の長きに渡りご愛読ありがと

うございました。

お知らせ


